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KDDI 株式会社 

au フィナンシャルホールディングス株式会社 
 

KDDI-MUFG 協働の Next Step（協業 2.0）に関するお知らせ 
 
KDDI 株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 CEO：髙橋 誠、以下 KDDI）

は、株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（本社：東京都千代田区、代表執行役社
長 グループ CEO：亀澤 宏規、以下 MUFG）との協業の重点領域やあり方について再構築
を行うこととし、協業関係を次のフェーズ（協業 2.0）へと発展させることに合意しました。 

KDDI と MUFG は、2008 年開業の「じぶん銀行」（現 au じぶん銀行）の共同設立・運
営を始めとして、15 年以上にわたり、実りある密接な協業を続けてきました。その間、IT
技術の飛躍的な発展などを受け、両社グループを取り巻く事業環境も目まぐるしく変化し
続けています。 
これに伴い、両社グループの協業シナジーを大きく発揮できる生成 AI 領域に協業リソー

スをシフトし、生成 AI の開発・活用についての戦略的提携を行うとともに、KDDI が開発
中の次世代リモート接客プラットフォームをMUFGのリモート接客へ活用することを検討
します。また、リテール金融領域は両社グループの役割・責任を明確化する形で整理します。 
両社グループがより一層柔軟な戦略や迅速な意思決定・成長投資の強化などを行うこと

で、それぞれの事業領域でのさらなる成長及び発展、お客さまやお取引先さまへの貢献を推
進していきます。 

 
■今後の協業における合意事項 
１．新たな協業イニシアチブ 
(1)生成 AI の開発・活用についての戦略的提携 

KDDI は、2024年 4月に LLM（大規模言語モデル）の開発力を持つ株式会社 ELYZA
（以下 ELYZA）を KDDI グループに迎え、お客さまに最適な生成 AI の開発や快適な AI
サービス利用を実現する大規模計算基盤の提供も予定するなど、LLM をより多くのお客
さまに提供する仕組みと体制を整備しています。 
一方、MUFG は金融領域のトップランナーとして、AI・データ基盤のフル活用を通じ

た金融業界の革新とお客さまへの期待を超える顧客体験の提供を目指しています。2024
年 9月にはグループ企業を通じ、KDDI も出資する先端 AI 開発企業の Sakana AI 株式会
社（以下 Sakana AI）に出資を行っています。 
今後の協業において、両社グループは、保有するアセット、知識・ノウハウに、ELYZA・

Sakana AI の革新的な AI 開発・活用技術を掛け合わせることで、金融事業の抜本的な改
革を進めます。まずは、MUFG 社内の大量のドキュメントのほか、社員が有する金融領
域の経験やノウハウも学習させた「金融特化 LLM」を構築し、汎用 LLM では対応が難
しい多くのシーン（一例として、「顧客対応」「社内外用ドキュメント生成」「システム開
発」など）に活用することを目指します（Step1）。 
その後は、法律･規制データなどを含めて更に多様なデータを学習させることで、お客

さまごとにパーソナライズされた AI がアドバイザーとなって、金融専門知識の有無に拠



らず、お客さまに高度な金融サービスをご提供できるプラットフォームなど、金融業界の
変革に資するユースケースの創出も進めていきます（Step2）。さらに、両社グループは、
「金融特化 LLM」を広く金融業界に提供することも展望しています（Step３）。 
両社グループは戦略的提携により、生成 AI を活用した金融領域の課題解決や新たなサ

ービスの開発など、金融サービスのあり方を革新していきます。 
 
＜金融特化 LLMの活用例（Step1）＞ 
・顧客対応：AI によるお客さま応対 
・ドキュメント生成：社内報告資料やお客さま提案書、メール文面の作成 
・システム開発：設計書の作成やコード生成 
 
＜各社の役割＞ 
・KDDI：大規模計算基盤の提供および高セキュリティなネットワークの構築 
・MUFG：学習データの提供、ユースケースの発掘 
・ELYZA：LLMの開発・活用をはじめとする生成 AI の社会実装 
・Sakana AI：AI Agent をはじめとする先進的な AI の研究開発 

 
 

 

 
 
 

＜生成 AI の協業態勢＞ 

 
＜ロードマップ＞ 

 
(2)次世代リモート接客プラットフォームの開発・活用に関する協働 

KDDI は最新技術を活用した次世代リモート接客プラットフォームを開発中であり、こ
れを活用し、全国をカバーする多様なロケーションでの汎用リモート接客ファシリティの
展開を検討しています。今般、KDDI と MUFG は、当該ファシリティを MUFG のリモー
ト接客に活用する検討に着手しました。 
当該ファシリティは、コンビニエンスストアなどへの設置を検討しており、実現の際には、



MUFG の拠点配置が必ずしも充分でない地域を含めて、お客さまへのアクセスポイントは
飛躍的に広がることを見込んでいます。最新の技術を活用し、より多くのお客さまに、身近
な場所でのより優れた顧客体験をお届けするために、KDDIはMUFGと協働していきます。 
 
２．これまでの協業の成果の整理と発展 
(1)au じぶん銀行 
 2008 年に両社グループが共同で開業した au じぶん銀行株式会社（以下 au じぶん銀行）
は、近年、住宅ローンの取り扱いで業界上位の地位を確立するなど着実な成長を続け、マス
リテールにおける独立した金融プレーヤーとして au経済圏を牽引するプレゼンスを築いて
きました。 
今般、両社グループにおいて、デジタル銀行領域での今後の協業のあり方を検討した結果、

KDDI 及び au フィナンシャルホールディングス株式会社（以下 au フィナンシャルホール
ディングス）は、株式会社三菱UFJ 銀行（以下 三菱UFJ銀行）が保有する auじぶん銀行
の持分 22%を取得し、au じぶん銀行を自社経済圏における 100%子会社の中核銀行として
リソースを集中投下することが、それぞれ及び auじぶん銀行のさらなる発展に向け最適と
の結論に至りました。au じぶん銀行株式の取得完了は、2025 年 1 月末を予定しています。 

auじぶん銀行に関して、両社グループは業務提携契約を締結し、auじぶん銀行と三菱UFJ
銀行相互間での振込手数料を無料とするサービスなどを従来同様に提供していくなど、引
き続き互いに親密な協業先として、最適な協働に向けた取組みを推進していきます。今後は
au 経済圏における中核銀行として、通信事業や他の金融事業との連携深化による顧客基盤
の拡大及び金融サービスの利便性向上に注力し、成長を加速していきます。 
 
(2)au カブコム証券 
 2019 年から両社グループの共同出資会社である au カブコム証券株式会社（以下 カブコ
ム）は、両社グループにおけるネット証券機能を担い、「auマネ活プラン」や au PAY ポイ
ント運用、au PAY カード決済による投資信託の積立などのサービス連携や、au じぶん銀
行との銀証連携などにより、着実な成長を続けてきました。 
今般、両社グループにおいて、ネット証券領域での今後の協業のあり方を検討した結果、

au フィナンシャルホールディングスが保有するカブコムの持分 49%を三菱 UFJ 銀行に譲
渡し、MUFG グループの中核ネット証券として MUFG グループ各社との顧客基盤の連携
を中心とした協業を強化することが、それぞれ及びカブコムのさらなる発展に向け最適と
の結論に至りました。 

au フィナンシャルホールディングスは、三菱UFJ証券ホールディングス株式会社の保有
するカブコム持分 51%を三菱UFJ銀行が取得した後に、保有するカブコム持分 49％を三菱
UFJ 銀行に譲渡し、カブコムは三菱 UFJ 銀行の 100%子会社となります。カブコム株式の
譲渡完了は au じぶん銀行と同様に 2025 年 1 月末を予定しており、同年 2 月からカブコム
の社名は「三菱UFJ eスマート証券」に変更されます。 
カブコムに関して、両社グループは業務提携契約を締結し、「auマネ活プラン」を始めと

した au 経済圏ユーザーへの諸プログラムを従来同様に提供していくなど、引き続き互いに
親密な協業先として、最適な協働に向けた取組みを推進していきます。 

以 上  



（参考） 
■KDDI – MUFG 協働について（関係図） 
＜KDDI – MUFG 協働＞ 

・デジタル技術と金融サービスの融合や、広く携帯キャリア・ユーザーを対象としたネッ
ト金融機能の普及を企図した協業。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜KDDI – MUFG 協働のNext Step（協業 2.0）＞ 

・協業の掛け算を最大化できる領域＝生成 AI 領域に協業リソースをシフト・集中投入。 
・シナジー期を通過し、自律運用に入った事業では、新たな役割分担を明確化。協業リソ
ースやコストをミニマイズしつつ、経営スピード・機動性を上げ、一段の成長を企図。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


